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協議会名：広島市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名：地域公共交通調査事業（計画策定事業）

①事業の結果概要
③生活交通確保維持改善計画又は

地域公共交通計画等の
計画策定等に向けた方針

・これまでも、公共交通を軸とした集約型都市構造の
実現に向けて、基幹公共交通などからなる階層性の
ある公共交通ネットワークの形成に取り組んできたと
ころであり、今後は、輸送需要の減少などの公共交通
が直面する危機的な状況を乗り越えるため、新たな
課題への対応についても強く意識し、効率的で持続可
能性の高い公共交通ネットワークの形成を進める。

・各ネットワークの役割に応じたサービスの提供や、
円滑な乗継のための交通結節機能の強化を図るとと
もに、ソフト面においても利用者の移動ニーズに応え
られるサービスを提供し、高齢者や外国から来訪者を
含むすべての「利用者にとってわかりやすく使いやす
い持続可能な公共交通体系」の構築を目指す。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性

【事業内容】
・市民や市内企業に対するアンケート調査
・公共交通の利用実態等の整理
・地域公共交通計画の評価指標の検討
【結果概要】
・基礎的なデータの整理などにより、地域の公共交通
の状況を整理した。
・市民や市内企業へのアンケート調査により、新型コ
ロナウイルスが与えた影響や終息後の公共交通の利
用意向などを把握することができた。
・地域公共交通計画に位置付ける機能強化策の整理
や評価指標の検討を行い、計画素案を作成した。
・今後、法定協議会の議論を経て、地域公共交通計
画として取りまとめる。

A 計画通り事業は適切に実施された。


